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令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
～
16
日
の
９
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
21
件
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
が
審
議
さ
れ
、
１
件
が
採
択
と
な
り
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令和５年度

第２回
定例会

　
令
和
５
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
る
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

う
改
正
。

一
般
会
計
の
歳
出
の
主
な
も
の

〇
会
津
坂
下
町
生
活
支
援
事
業

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
支
援
事
業

該
当
１
世
帯　
３
万
円

・
ば
ん
げ
応
援
商
品
券
配
布
事

業�

１
人　
５
千
円
分

・
社
会
生
活
支
援
事
業
所
等
物

価
高
騰
対
策
事
業

�

対
象
１
事
業
所　
10
万
円

〇
各
地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

町
道
の
整
備

〇
広
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
屋
上
防
水
改
修
工
事

〇
財
政
調
整
基
金
、
福
祉
基
金

及
び
行
政
セ
ン
タ
ー
建
設

整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て

渡
部　
　
淳 

氏
（
古
坂
下
）

渡
部　
　
敦 

氏
（
中　
村
）

木
村　
行
男 

氏
（
束　
原
）

二
瓶　
義
典 
氏
（
御
池
田
）

五
十
嵐
朱
美 
氏
（
五　
香
）

鈴
木　
清
介 

氏
（
宇　
内
）

鈴
木　
寿
夫 

氏
（
船　
窪
）

五
十
嵐
智
子 

氏
（
大　
沢
）

渡
辺　
清
栄 

氏
（
舟　
渡
）

永
山　
葊
隆 

氏
（
長　
井
）

〇
メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
会
津
坂
下
の

開
発
に
伴
う
道
路
２
路
線

〇
旧
中
岩
田
団
地
用
地
の
住
宅

造
成
工
事
に
伴
う
１
路
線

〇
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画

整
理
地
内
の
住
宅
造
成
工

事
に
伴
う
１
路
線

会
津
坂
下
町
税
条
例
の

改
正

一
般
会
計
補
正
額

３
億
９
，７
５
２
万
３
千
円

農
業
委
員
会
委
員

10
名
す
べ
て
同
意

町
道
路
線
の
認
定

４
路
線
を
認
定

条 

例

人 

事

補 

正

そ
の
他

会　　計 補　正　額 補正後の額 主な補正内容

一 般 会 計 3億9,752万3千円 ⬆ 80億9,666万4千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 319万9千円 ⬇ 18億2,419万円 保険料率の確定、
人事異動に伴う人件費

介 護 保 険 494万6千円 ⬇ 23億5,350万3千円 人事異動に伴う人件費

後期高齢者医療 445万8千円 ⬇ 2億　487万5千円 人事異動に伴う人件費

下 水 道 事 業 107万3千円 ⬇ 6億3,772万7千円 人事異動に伴う人件費

坂下東第一地区
土地区画整理事業 2,401万1千円 ⬇ 2億　143万5千円 交付金の決定による補正

人事異動に伴う人件費

農 業 集 落 排 水 1万1千円 ⬇ 6,688万9千円 人事異動に伴う人件費

水 道 事 業 会 計
（収益的支出） 239万円 ⬇ 4億5,977万8千円 人事異動に伴う人件費
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佐藤宗太議員、青木美貴子議員、山口享議員

福島県自治功労者表彰・

優良議会表彰 受賞
　６月５日、福島県町村議会議長会総会に
おいて、青木美貴子議員、山口享議員、佐
藤宗太議員の３名が議会議員として長年の
功績により、表彰されました。
　第２回定例会の開会に先だち、議長から
３名の議員へ表彰状が渡されました。

　また、会津坂
下町議会も優良
議会として表彰
されました。▶︎

インボイス制度導入の目的は、国
家予算における消費税自体の増収であり、
決して増税ではありません。消費税自体の
増収を見込んでいるとすれば、それは地方
消費税や地方交付税などの地方財政に対し
てプラスに働く側面も有しているため一概
に反対するものではないため委員長報告に
反対します。� （赤城　大地 議員）

この制度が始まれば、消費税を
価格に転嫁できない事業者や農業者、個人
事業主に大きな影響を及ぼすことは明らか
だ。一方では２兆円もの消費税が企業に還
付されており、イジメとしか言い様がない。
よって、この請願は採択すべきです。
� （小畑　博司 議員）

【内 容】 多くの事業者は新型コロナ危機の下、
事業継続に懸命に取り組んでおり、同制度への
登録、経理変更準備に取りかかれる状況ではな
い。中小零細事業者の事業継続と再生、ひいて
は日本経済振興のために、インボイス制度導入
の延期・見直しを求めるもの。

【内 容】 東日本大震災によって経済的に困窮し
ている家庭の子どもたちの就学・修学を保障す
るため、令和６年度においても、「被災児童生
徒就学支援等事業」の継続と、十分な予算確保
を行うことを求めるもの。

【 提 出 者】　福島県教職員組合
中央執行委員長　瀬戸　禎子
福島県教職員組合両沼支部
支部長　星　和雄

【紹介議員】　横山　智代

【内 容】 宇内地内と高寺地内の２箇所の国有林
に昭和 47年より埋設されている２，４，５−Ｔ
系除草剤。町民の方々の安心・安全の確保や早
期の不安解消のため、早期に撤去することを求
めるもの。

適格請求書等保存方式（インボイス制
度）の延期・見直しを求める意見書

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』
の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書」の提出を求める
請願書

２，４，５− T 系除草剤の早期撤去を求
める意見書

本会議で可決され、意見書を送付しました。

本会議で採択され、意見書を送付しました。

本会議で可決され、意見書を送付しました。

請 願 陳 情 意 見 書提出

適格請求書等保存方式（インボイス制
度）の延期・見直しを求める意見書
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役場新庁舎建設

町
長
の
表
明
を
受
け
る

新
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
議
会
全
員
協
議
会
で
建

設
予
定
地
を
「
旧
厚
生
病
院
跡

地
」
に
す
る
と
の
表
明
を
受
け

ま
し
た
。新

庁
舎
建
設
検
討

特
別
委
員
会
で
協
議

議
会
で
も
新
庁
舎
建
設
検
討

特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
協
議

を
重
ね
ま
し
た
。

６
月
議
会
で
の
提
案
を
延
期

当
初
、
こ
の
６
月
議
会
に
新

庁
舎
建
設
場
所
の
変
更
の
議
案

が
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
町
が
各
地
区
で
開

催
し
た
町
民
懇
談
会
で
の
皆
さ

ん
か
ら
頂
い
た
多
数
の
意
見
を

受
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
望

む
将
来
の
ま
ち
の
姿
や
そ
れ
に

伴
う
行
政
機
能
な
ど
の
議
論
が

足
り
な
い
と
し
て
、
議
案
の
提

出
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
書
が
提
出
さ
れ
る

ま
た
、
６
月
議
会
に
は
、
会

津
坂
下
町
の
街
づ
く
り
を
考
え

る
会
よ
り
「
新
庁
舎
建
設
に
関

す
る
請
願
」
が
出
さ
れ
、
委
員

会
に
付
託
、
審
議
さ
れ
、
不
採

択
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。最

終
日
の
本
会
議
で
も
様
々

な
討
論
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
採
決
で
、
請
願
の
採
択
に

賛
成
６
名
、
反
対
７
名
で
請
願

書
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
）

町
の
今
後
の
動
き

庁
舎
建
設
は
施
設
を
整
備
す

る
だ
け
で
な
く
、
防
災
拠
点
の

確
保
、
市
街
地
の
形
成
な
ど
、

将
来
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら

す
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

今
後
策
定
を
始
め
る
ま
ち
づ

く
り
の
最
上
位
計
画
、「
第
６

次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
」
を
検
討
し
て
い
く

中
で
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
を
考

え
、
新
庁
舎
の
あ
る
べ
き
姿
を

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

議
会
と
し
て
は

庁
舎
の
位
置
は
会
津
坂
下
町

の
将
来
を
見
据
え
る
大
事
な
議

論
の
一
つ
で
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
町
民

の
皆
様
の
想
い
や
声
に
耳
を
傾

け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

懇
談
会
等
の
開
催
時
期
や
詳

し
い
内
容
は
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

令和 4 年 12 月議会以降の
新庁舎建設検討特別委員会の経過

12月　「疑念の生じない建設を」との要請書を町
長に提出。

２月　議員からの「旧厚生病院跡地を候補地
とした議論を中止するよう町へ進言す
べき」との提言について議論。賛成少
数により申し入れは行わない事とした。

3 月　厚生連などとの接触の経緯について町
に説明を求める。

4 月　改めて厚生病院跡地に選定した理由・
経過について町長に説明を求める。

5 月　議会として果たすべき役割について、
議員間討議。議会として、町民の皆さ
んとの懇談会等を計画することを確認。

新庁舎建設に係る令和５年のこれまでの
経過をお知らせします。
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新庁舎建設に関する請願

【内 容】 会津地方の商業、流通の中心としての歴
史があり、郡役所もあった現会津坂下町庁舎周
辺用地を 5年前の議決に基づき速やかに建設
計画を実施する様町当局へ意見書を提出する事
を請願するもの。

【 提 出 者】　会津坂下町の街づくりを考える会
代表　猪俣　恒雄

【紹介議員】　五十嵐　一夫

討

昨年の６月に「新庁舎建設場所について再
度協議を求める請願」を議会は採択しました。
それを受けて町は協議をしています。加えて
中心市街地の活性化も含めたまちづくりも協
議し、提案しようとしています。したがって、
建設場所も含め、協議を踏まえた町の提案が
出されるのを待っている今、建設場所を議決
するような請願は採択すべきではありません。
� （小畑　博司 議員）

庁舎建設地を指定した意見書の提出を求め
る本請願は、現庁舎周辺を含め再考すべしと
して提出済の意見書にそぐわない。住民の声
等を考慮しながら検討している現況の中、建
設地を特定しての請願は不採択すべきである。
� （渡部　正司 議員）

先日発表された町長方針はこれまでとは違
い一方的なものでなく、議会や全町民の皆様
とひとつひとつの議論を重ねながら決定して
いきたいというものでした。
したがって二元代表制のもと議会において
も、それを補完する案または対案をもつべく、
全町民の皆様のご意見を伺うよう同様の措置
を講ずるべきと考えます。したがってこの請願
は採択し時間をかけて議論されるべきものと
考えます。� （赤城　大地 議員）

会津坂下町議会基本条例で議会は、協働を
推進するため、町民と意見交換し町政全般に
関する課題を的確に把握しなければならない
としています。
請願は庁舎建設地をめぐる議論を交わす上
で参考になると考えられます。
� （物江　政博 議員）

この請願は採択すべきと考えます。町長が厚
生病院跡地を新庁舎として表明しましたが、議
会としての議論がまとまっていない状態です。
この請願書は参考資料として出された一部かと
思います。もっと議会として議論すべきと思い
ます。� （青木美貴子 議員）

新庁舎建設で住民の関心が最も高いのは立
地であり、町を二分する話題となり、それぞれ
の立場ですべてが正論であることが問題を難
しくしていると考えます。
請願書を熟慮し、現状のような事例が許さ
れるなら議決の重み、行政執行の悪しき前例
となります。推移を見守っていくことを認識
すべきであろうと考え、請願書の採択に賛成
いたします。� （酒井　育子 議員）

〜新庁舎建設に関する請願について〜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
目
黒　
克
博

蓮
沼　
文
明

物
江　
政
博

赤
城　
大
地

横
山　
智
代

渡
部　
正
司

佐
藤　
宗
太

山
口　
　
享

青
木
美
貴
子

渡
部　
順
子

五
十
嵐
一
夫

酒
井　
育
子

小
畑　
博
司

水
野　
孝
一

請願第３号　新庁舎建設に関する請願 × × ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ×
議
長

発委第３号　適格請求書等保存方式（イン
ボイス制度）の延期・見直しを求める意
見書の提出について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません

私はこう判断！
賛否の分かれた議案

論
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庁
舎
移
転
懇
談
会
開
催
に
先
立

ち
、
庁
舎
移
転
の
議
案
提
出
を
宣

言
し
て
い
た
。
こ
れ
で
は
懇
談
し
意
見
を

聞
く
場
で
は
な
く
、
説
明
会
で
あ
る
。
ま

た
、
開
催
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
、
周
知

不
足
で
な
い
か
。

懇
談
会
で
の
町
民
の
意
見
を
聞

き
、提
案
時
期
は
再
考
し
ま
し
た
。

ま
た
、
周
知
が
不
足
し
て
い
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

配
置
計
画
等
は
、
現
庁
舎
周
辺
は

劣
位
を
強
調
、
厚
生
病
院
跡
地
は

優
位
性
を
強
調
、計
画
の
比
較
が
非
公
正・

不
公
平
で
あ
り
、
厚
生
病
院
跡
地
に
誘
導

的
で
な
い
か
。

優
位
性
や
劣
位
性
を
強
調
す
る
意

図
は
な
く
、
町
民
の
方
々
の
意
見

を
聞
き
、
比
較
・
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

厚
生
病
院
跡
地
に
移
転
す
る
と
、

固
定
資
産
税
収
入
が
失
わ
れ
る
。

庁
舎
が
移
転
し
な
い
で
企
業
・
施
設
が
誘
致

さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
固
定
資
産
税
収
増
が
見

込
め
る
。
税
額
と
見
解
を
求
め
る
。

固
定
資
産
税
収
入
は
年
約
３
６
０

万
円
く
ら
い
で
す
。
企
業
が
誘
致

さ
れ
れ
ば
税
収
増
は
見
込
め
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
い
く
う
え
で
重
要
な
土

地
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

只
見
線
全
線
開
通
後
の
課
題

自
治
体
・
商
工
団
体
等
と
連
携
が

不
可
欠町

は
只
見
線
と
ど
う
向
き
合
っ
て

い
く
の
か
、
利
用
の
増
加
を
図
り

町
活
性
に
効
果
を
高
め
る
取
り
組
み
は
。

ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
と
連
携
し
た

「
会
津
ば
ん
げ
町
歩
き
」、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
の
共
同
企
画
「
駅
長
オ
ス
ス
メ
の

ち
い
さ
な
旅
」、
来
年
の
春
日
八
郎
生
誕

１
０
０
周
年
記
念
事
業
な
ど
、
銅
像
が
建

つ
会
津
坂
下
駅

を
Ｐ
Ｒ
し
知
名

度
を
高
め
て
い

き
ま
す
。
利
用

促
進
・
活
性
化

に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

庁
舎
移
転
懇
談
会
の
あ
り
方

周
知
不
足
と
の
指
摘
を
受
け
て
お
り

ま
す

問

問

問問 答

答答

答

五十嵐一夫 議員

会津坂下駅を奥会津の
玄関口にできないだろうか

般一 質 問
町の考えを問う！

一般質問は、議員が町政全般について現状や方針を問うものです。
一人当たりの持ち時間は答弁を含めて 50 分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報広聴特別委員会が校正したものです。
一般質問の映像を議会のホームページのほか、

YouTube でも画像を配信しております。
また、会議録もホームページでご覧いただけます。

画像配信は
こちらから

会議録は
こちらから
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本
町
の
防
災
マ
ッ
プ
は
、
福
祉
避

難
所
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
障
が
い
者
等
に
向
け
て
の
情

報
案
内
が
欠
落
し
て
い
る
。
災
害
時
で
の

混
乱
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
障
が
い
者
等

の
要
配
慮
者
用
防
災
マ
ッ
プ
を
早
急
に
作

成
し
、
配
布
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

町
の
見
解
を
伺
う
。

現
在
本
町
の
福
祉
避
難
所
は
、
町

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

し
て
、「
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ご
み
・

ケ
ア
プ
ラ
ザ
坂
下
・
シ
ル
ク
ケ
ア
坂
下
・

こ
ば
ん
げ
ホ
ー
ム・ケ
ア
ホ
ー
ム
つ
ぼ
み・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
し
な
の
き
坂
下
」
の
７
避

難
所
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
者
等
の
要
配

慮
者
用
の
防
災
マ
ッ
プ
は
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
生
活
課
の
関

係
部
署
や
要
配
慮
者
等
の
ご
家
族
等
と
話

し
合
い
、早
急
に
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
で
障
が
い
者
の
利
用
は

監
護
者
同
伴
の
条
件
付
き
で
利
用

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す

現
在
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
施
設
の

観
点
に
お
い
て
、
障
が
い
者
の
町

民
プ
ー
ル
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

町
民
プ
ー
ル
建
設
当
時
は
、
障
が

い
者
等
の
施
設
利
用
に
配
慮
し
た

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
的
な
考
え
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ

の
多
様
性
に
よ
り
、
分
け
隔
て
な
く
誰
も

が
利
用
で
き
る
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

障
が
い
者
等
の
町
民
プ
ー
ル
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
監
護
者
同
伴
の
条
件
付
き

と
は
な
り
ま
す
が
、
ご
利
用
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
町
の
観
光
案
内
板
の
内
容
見
直
し
及
び

今
後
の
修
繕
計
画
等
を
伺
う
。

問
空
き
家
を
有
効
利
用
し
、
障
が
い
者
等

の
「
居
場
所
づ
く
り
」
へ
の
活
用
を
。

問
ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園「
流
れ
る
プ
ー
ル
」

フ
ロ
ア
面
の
修
繕
工
事
計
画
は
。

町
の
「
家
族
農
業
」
と
「
ア
グ
ロ

エ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
実
践
を
広
げ
て

行
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
内
の
家
族
農
業
の
割
合
は
約

96
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
役

割
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
活
性
化
を
図
る

た
め
の
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。町

で
は
家
族
農
業
を
経
営
面
積
５
ha
未

満
の
中
小
規
模
の
農
業
経
営
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
家
族
農
業
は
農
業
経
営
形
態
に

お
い
て
約
87
％
を
占
め
て
お
り
、
町
内
の

全
農
地
面
積
の
約
45
％
を
耕
作
し
て
お
り

ま
す
が
、
家
族
農
業
に
対
す
る
町
の
支
援

は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
、
課
題

や
要
望
等
を
お
聞
き
し
、
国
県
の
事
業
の

活
用
、
町
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
も
検
討

し
な
が
ら
家
族
農
業
を
支
え
て
参
り
ま

す
。ア

グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
化
学
肥
料
や
農

薬
に
頼
ら
ず
、
生
態
系
や
農
地
が
持
つ
本

来
の
生
物
多
様
性
を
活
用
し
た
農
法
で
、

化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
を
５
割
以
上
低

減
し
た
環
境
保
全
型
農
業
を
町
で
２
団
体

31
名
の
農
業
者
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
と
し
て
、
持
続
可
能
な
農
業
確
立
の
た

め
に
、
そ
の
有
効
性
等
を
発
信
、
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

学
校
給
食
を
無
償
化
に

現
時
点
で
無
償
化
又
は
一
部
補
助

を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

学
校
給
食
を
無
償
化
又
は
一
部
補

助
は
行
わ
な
い
の
か
。

食
糧
材
料
費
の
み
を
食
費
と
し
て

ご
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
、
光
熱

費
等
施
設
や
設
備
の
維
持
管
理
費
、
人
件

費
等
は
町
が
負
担
し
て
お
り
ま
す
。
現
時

点
で
無
償
化
又
は
一
部
補
助
を
行
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の
「
給
食
費
の
無

償
化
」
や
「
児
童
手
当
の
拡
充
」
な
ど
の

動
向
も
重
視
し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
５
類
移
行
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

伺
う

要
配
慮
者
用
防
災
マ
ッ
プ
を
早
急
に

作
成
・
配
布
す
べ
き
で
は
な
い
か

「
家
族
農
業
」
と
「
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ

ジ
ー
」
の
実
践
を

関
係
部
署
や
要
配
慮
者
の
ご
家
族
等
と
話

し
合
い
、
早
急
に
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す

持
続
可
能
な
農
業
確
立
の
た
め
に
、
そ
の

有
効
性
等
を
発
信
、
推
進
し
て
参
り
ま
す

問

問

問

問

答

答

答

答

蓮沼　文明 議員

横山　智代 議員

健康管理センターに
設置された看板
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会
津
西
部
の
中
核
都
市
と
し
て
、

近
隣
町
村
と
連
携
し
、
生
ご
み
や

し
尿
、
下
水
道
の
汚
泥
、
合
併
浄
化
槽
の

汚
泥
な
ど
を
活
用
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
や
、
自
前
の
肥
料
を
生
み
出
す
事
業

の
展
開
を
実
現
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
あ
る
国
内
企
業
は
、
廃
タ
イ
ヤ

や
リ
チ
ウ
ム
電
池
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
梅
の

た
ね
、
生
ゴ
ミ
な
ど
を
超
高
温
で
分
解
し

て
高
機
能
炭
を
創
り
だ
す
装
置
を
開
発

し
、
実
用
化
し
て
い
る
。

是
非
と
も
わ
が
町
で
も
活
用
で
き
な
い

か
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
の
特
性
や
規
模
に

よ
り
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
且
つ
採
算
性

の
確
保
な
ど
も
重
要
な
の
で
、
調
査
・
研

究
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何

か健
康
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

小
中
学
生
の
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
配
備
さ
れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
便
性

と
と
も
に
弊
害
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
健

康
面
も
含
め
た
懸
念
と
は
何
か
。
そ
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

デ
メ
リ
ッ
ト
の
懸
念
材
料
と
し

て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｔ
機
器
の
長
時
間
の
使
用
に
よ
る
ド
ラ

イ
ア
イ
や
視
力
の
低
下
、
睡
眠
の
質
の
低

下
、
記
憶
力
や
意
欲
の
低
下
な
ど
健
康
面

へ
の
影
響
が
あ
り
、
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
安
心
・
安
全
な
食
糧
生
産
を
町
民
の
力

で
継
続
・
発
展
さ
せ
よ
う
。

賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
空
き
店
舗

活
用
の
具
体
的
な
取
組
み
を
伺
う
。

中
心
市
街
地
に
人
を
取
り
戻
し
賑

わ
い
を
創
出
す
る
に
は
、
空
き
家

店
舗
の
利
活
用
促
進
が
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
家
賃
補
助
の
実
施
だ

け
で
な
く
、
事
業
主
が
新
規
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
た
め
の
資
金
調
達
法
に
非
常

に
有
効
な「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

の
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

熱
意
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
っ
た
事
業
主

を
支
援
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
町
の
強
み

を
活
か
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ど
う

推
進
す
る
か
。

強
み
は
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
業
者
の
方
々
に
遊

休
施
設
の
状
況
、
街
並
み
等
を
実
際
に
ご

覧
い
た
だ
く
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
一
方
的
な
情
報
発
信
だ
け
で
は

な
く
、
事
業
者
が
求
め
る
条
件
等
を
よ
り

多
く
聴
取
し
、
整
備
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
福
島
県
等
と
連

携
を
図
り
、
個
別
に
丁
寧
な
対
応
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
問
う

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

高
齢
者
の
生
き
方
を
町
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
の
考
え
を
問
う
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
に
よ
る
介
護

予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域

で
の
見
守
り
に
よ
り
孤
独
化
を
防
ぐ
取
組

み
を
進
め
ま
す
。

就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
の
受
け
皿
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
が

あ
り
ま
す
。
就
労
の
み
で
な
く
、
元
気
な

方
に
は
サ
ロ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
や
り
が
い
や
生

き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
健
康
維
持
に
繋
げ

ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
受
診
が
必

要
な
方
に
は
、
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
に
よ
る

介
護
予
防
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る「
ご
み
」を
資
源
に
し
よ
う

街
な
か
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
い
き
ま
す

新
た
な
発
想
で
住
民
が
求
め
る
様
々

な
事
業
を
検
討
し
ま
す

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

小畑　博司 議員

目黒　克博 議員
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外
郭
団
体
の
課
題
は

外
郭
団
体
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
や
過
疎
に
伴
う
担
い
手
不
足

や
、
人
口
減
少
に
よ
る
活
動
量
の
減
少
に

よ
り
、
今
後
は
外
郭
団
体
が
単
体
で
存
続

し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
各
団
体
が
統
合
す
る
こ
と
も

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
統
合
す
る
こ
と
で
、
給
料
や
雇
用
条

件
が
標
準
化
し
人
材
不
足
の
解
消
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
等
、
よ
り
効
果

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
継
続
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

障
が
い
者
支
援
の
現
状
は

障
が
い
者
手
帳
の
交
付
状
況
は
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
が
７
１
３

人
、
療
育
手
帳
が
１
２
４
人
、
精
神
障
が

い
者
保
健
福
祉
手
帳
が
１
３
７
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
の
考
え
方
は

当
事
者
や
家
族
の
参
画
に
よ
る
意

見
交
換
の
場
や
、
福
祉
の
取
り
組

み
な
ど
の
情
報
発
信
を
推
進
し
、
地
域
全

体
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
今
後
の
ご
み
処
理
の
考
え
方
は

問
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
当
町
の
負
担
金

と
歳
出
計
画
は

新
庁
舎
建
設
地
検
討
の
中
で
、「
あ

た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
元
年
」
を

示
し
た
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
住
民
に
何
を

も
た
ら
す
か
。

現
状
を
分
析
し
、
20
年
後
、
30
年

後
も
将
来
に
わ
た
り
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
変
え
る

勇
気
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
町
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
の
新
た
な
視
点
で
の
ま
ち
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
、
転
換
期
の
年

で
あ
る
と
い
う
思
い
の
言
葉
で
す
。
計
画

の
策
定
に
は
多
く
の
方
の
考
え
を
反
映
さ

せ
、
将
来
に
渡
っ
て
発
展
し
、
住
民
が
夢

と
希
望
が
も
て
る
も
の
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。

障
が
い
者
の
投
票
支
援
は

安
心
し
て
投
票
で
き
る
環
境
を
整

備
し
ま
す

障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
投

票
を
諦
め
た
り
、
投
票
が
で
き
に

く
い
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
投
票

弱
者
へ
の
選
挙
支
援
の
課
題
と
対
策
は
ど

う
か
。

障
が
い
や
高
齢
の
た
め
に
投
票
す

る
こ
と
が
難
し
い
方
々
へ
の
支
援

は
、十
分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

選
挙
広
報
の
点
字
版
、
防
災
無
線
を
活

用
し
た
音
声
案
内
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

投
票
所
へ
の
ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
、
車
い

す
等
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

郵
便
投
票
や
代
理
投
票
の
制
度
の
周
知

方
法
を
再
考
し
、
選
挙
時
だ
け
で
な
く
常

時
よ
り
広
報
紙
へ
の
特
集
記
事
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

発
信
等
、
制
度
を
理
解
い
た
だ
け
る
工
夫

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

外
郭
団
体
の
考
え
方
は

「
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
は

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

変
え
る
勇
気
を
も
っ
て
す
す
め
る
こ

と
で
す

問

問

問

問問

答

答

答

答答

佐藤　宗太 議員

渡部　正司 議員

将来のまちづくりを
どう描く？

「ばんげキャンバス」
（７地区）
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　手続きは簡単！議場前にある受付簿に
名前を書くだけです。
　ぜひ傍聴にお越しく
ださい。

※傍聴の際はマスクの
着用をお願いするこ
とがあります。

６月 27 日、福
島市のとうほう・
みんなの文化セン
ターで開催された
福島県町村議会議

長会広報研修会に参加しました。
一般財団法人自治体広報広聴研究所代表
理事で広報アドバイザーの金井茂樹氏を講
師に、伝わる議会報の企画と編集について
お聞きし、読者を意識した紙面の作り方や、
企画の作り方など、改めて学ぶことが出来
ました。
より伝わる広
報紙づくりに
役立てて参りま
す。

新
庁
舎
建
設
場
所
を
旧
厚
生
病
院

跡
地
を
強
力
に
進
め
る
根
拠
と

は
。
財
政
に
一
筋
の
明
か
り
が
見
え
て
き

た
と
は
い
え
、
町
民
の
声
の
大
き
さ
に
対

し
、
議
長
時
代
を
振
り
返
り
、
評
価
と
思

い
を
問
う
。

新
庁
舎
の
場
所
の
み
が
先
行
し
、

町
が
二
分
し
て
い
る
こ
の
ま
ま
の

状
態
で
進
め
て
は
「
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
で
き
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

今
後
は
中
心
市
街
地
活
性
化
や
全
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
総

合
し
て
進
め
、
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
く
中
で
、
適
切

な
位
置
と
い
う
も
の
が
自
ず
と
見
え
て
く

る
と
考
え
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
多
く
の
混
乱
を
招

い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
皆
様

と
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
描
い
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

７
割
を
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
当
町
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
健
全
化
財
政
へ
向
け
て
基
金
の

固
定
化
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

10
年
間
を
目
安
と
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
お
り
ま

す
。
庁
舎
に
係
る
建
設
費
と
し
て
25
億
円

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
の
縮

減
に
努
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
ま
で
を
「
財
政
健
全
化
重

点
期
間
」
と
定
め
、
物
価
高
や
予
期
し
な

い
事
態
に
備
え
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

福
祉
の
町
、

あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
を

土
地
利
用
と
あ
わ
せ
、
様
々
な
手

法
を
検
討
し
て
参
り
ま
す

令
和
６
年
度
に
購
入
予
定
で
あ
る

南
幹
線
県
有
地
に
、
障
が
い
者
、

福
祉
施
設
の
設
置
場
所
と
し
て
誘
致
を
し

て
は
ど
う
か
。

県
有
地
等
の
効
果
的
な
利
活
用
を

検
討
し
、
町
単
独
で
は
困
難
な
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
営
や
近
隣
町
村

と
広
域
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
有
効
な
手

段
と
手
法
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
問
う

中
心
市
街
地
活
性
化
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
等
を
総
合
し
て
進
め
ま
す

問

問

問 答

答答

酒井　育子 議員

議会を傍聴して
みませんか？県町村議会議長会　広報研修会

【令和５年第３回定例会日程（予定）】

８月 31 日㈭ 招 集 日

９月

4日㈪・  ５日㈫ 一 般 質 問

8日㈮・11日㈪ 決算特別委員会

13日㈬ 最 終 日

※日程は変更になる場合があります。

学ぶ より良い広報紙
づくりのために
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4月27日、障がいを持つ子の保護者の方に、
お話を伺いました。
現状として、次の項目が挙げられました。
・グループホーム等施設が不足していて将来が

不安。
・就労の場所、生活介護施設等が不足してい

る。
・地域と関わる場所や機会が乏しく、休日は家

以外に「居場所」がない。
・当事者や支援者の「生の声」が、町の障がい

者計画に反映されていない。

地域の理解の重要性と各施設など「居場所」
づくりが必要とされていることが分かりました。
町の障がい者等計画策定に向け、不足点や更

に強化すべき点を、今後も調査研究して参ります。

今後必要な支援等【要望】

○発達外来の医療機関の窓口が欲しい。
○発達障がいについて、親や祖父母を
対象に勉強会を開いては。

○障がいを持つ子を理解し、対応して
くれる医療機関、施設であることを
シール等で明確に示してほしい。

○喜びや満足感を得て働ける場所、生
活の場所等の「居場所」づくりが必要。

○学童期から障がい者を含むマイノリ
ティについて、教育の中に組み入れ、
障がい者等の理解を促して欲しい。

未来トーク開催

4月の霜により、甚大な被害を受けた若
宮地区の果樹を視察しました。
当町では、会津身知らず柿とリンゴの被
害が確認されております。
支援の在り方について、引き続き協議し

て参ります。

5月 12日、総務産業建設常任委員会で農業の現場 2ヶ所を視察しました。

金上地区でドローン直播を視察しまし
た。
直播とは、地面に直接種をまいて育てる
栽培方法で、苗を育てる作業の省力化や、
作業時間の短縮などの効果があります。
また、機械の運搬も簡単で、ドローンは
肥料散布・防除作業などにも使用できるた
め、汎用性は高いと近年注目されています。

総務産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

霜被害・ドローン直
ちょく

播
は

の現状を視察 視る

議会の動き

聴く
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町
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三
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甲

3662
☎

0242-84-1507　
　

FAX 0242-83-1361

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
類
に
移
行
し
、
停
滞
が

続
い
て
い
た
人
々
の
流
れ
も

徐
々
に
回
復
傾
向
に
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
裏
側
で
は

戦
争
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰

で
、
様
々
な
経
済
的
影
響
が
私

た
ち
の
負
担
に
な
っ
て
お
り
、

早
々
の
回
復
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

当
町
は
令
和
５
年
度
を
「
あ

た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
元
年
」

と
位
置
付
け
ま
し
た
。
議
会
と

し
て
も
人
口
減
少
対
策
等
に
取

り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り
住
み

続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
町

民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
造
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
目
黒　
克
博
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
小
畑
　
博
司

　
　
副
委
員
長
　
横
山
　
智
代

　
　
委
　
員
　
　
目
黒
　
克
博

　
　
委
　
員
　
　
蓮
沼
　
文
明

　
　
委
　
員
　
　
物
江
　
政
博

みんなのひろば

導入に向け検討が進んでいる中学校の部
活動地域移行。変わりつつある中学校の部
活動について紹介しています。
今回は坂下中学校剣道部顧問の鈴木先生

にお話を伺いました。

坂下中学校剣道部の部員数は、令和２年度９名、令和３年度 11 名、
令和４年度８名でしたが、令和５年度は 15 名と増加傾向にあります。

現在の剣道部は、中学校から剣道を志した部員が大半です。
部員には、歴史的に名高い会津という地で剣道に取り組んでいる事

を、誇りに感じながら、千
せん

鍛
たん

万
ばん

錬
れん

、日々の稽古に精進してほしいです。
会津坂下町には、伝統と実積を兼ね備えた律心館道場があります。

道場で指導されている和田至
よし

法
のり

先生には、お時間の都合がつく平日の
放課後、部員に稽古をつけて頂いています。

地域の方々のご支援は非常に有り難く、多くの方々に坂下中学校
の剣道場に足を運んで頂きたいと考えていま
す。

６月の中体連大会前、剣道部で諏訪神社に必勝祈願をしてきました。
生徒は、町内を剣道着姿で歩くのが少し恥ずかしかったのかもしれませ
んが、私はそれが皆の１番輝いている姿だと思っています。　

「千鍛万錬」

坂下中学校 剣道部顧問

鈴
すず

木
き
　恵

けい
一
いち

 先生


